
当社では、ＯＫＢ総研主催の新入
社員研修会の受講者を対象に意識
調査を実施している。今年度は当社
が創立30周年を迎えることを記念し、
例年の質問に加えて、1997年度に
実施したものと同一の項目について
調査した。

本調査の概要は下表の通りである。

（1）地元就職とUターン就職

「あなたは地元就職・Uターン就
職・その他のうち、どれにあてはまり
ますか」と尋ねたところ、「地元就職」
が63.7%で最も高くなった。「Uターン
就職」は13.8%だった（図表1）。
「地元就職」と「Uターン就職」と合
わせた割合は７～８割台で推移して
おり、当地域では地元での就職を選
ぶ人が多い傾向が続いている。
男女別に見ると、「地元就職」は男

性が61.9%、女性が65.9%となった。
ただし、女性では前回調査（2025年
度）から12.5ポイント低下した。
「Uターン就職」は男性が13.8%、
女性が14.1%となった。

（2）就職先の選択基準

「入社を決めるにあたって何を重
視しましたか（3つまで選択）」と尋ね
たところ、1位は「業種・事業内容」
（53.4%）、2位は「雰囲気・イメージ」
（43.6%）、3位は「休日・勤務時間」
（36.9%）となった（図表2）。
男女ともに「業種・事業内容」（そ

れぞれ53 .6%、53 .5%）が最も高く
なった。また、女性では「勤務地・通
勤時間」（17.8%）が前回から14.8ポ
イント低下した。

（3）将来就きたい地位

「あなたは将来どんな地位に就き
たいですか（1つだけ選択）」と尋ね
たところ、「特殊能力・技能のあるス
ペシャリスト社員（以下：スペシャリス
ト志向）」が31.4%で最も高く、次いで
「部長・課長・主任などの肩書のある
管理職（以下：管理職志向）」と「一
般社員のままがよい（以下：一般社

員志向）」が20.9%で同率となった
（図表7）。
男女別に見ると、男性は「スペ

シャリスト志向」が30 .4%で前回に
続き1位であったが、▲10.0ポイント
と大きく低下した。2位は「管理職志
向」で24.3%だった。「独立したい・
社長になりたい（以下：独立志向）」
（17.1%）は前回から9.2ポイント上
昇した。ただし、「独立志向」は30年
で概ね低下しており、「管理職志

向」も2010年代後半をピークに低下
傾向にある。一方、「一般社員志
向」は低水準ながら緩やかな上昇
傾向にある。
女性は「スペシャリスト志向」が
32.4%で最も高く、次いで「一般社員
志向」が30.3%となった。30年では
「管理職志向」が概ね上昇している
ほか、2010年代後半を境に「一般社
員志向」が上昇傾向にある一方、「ス
ペシャリスト志向」は低下傾向にある。

（4）上司・先輩との人間関係

「上司・先輩との人間関係はどのよ
うに考えていますか（1つだけ選択）」
と尋ねたところ、「義理を欠かない程
度（以下：ほどほど派）」が63.1%で最
も高く、次いで「プライベートも含め積
極的に（以下：積極派）」は24.1%と
なった（図表8）。
男女ともに「ほどほど派」（それぞれ
58.0%、68.1%）が最も高くなった。ほ
どほど派の割合は、女性が男性を
10.1ポイント上回っている。一方、積
極派は男性（32.0%）が女性（16.8%）
を15.2ポイント上回っている。上司や
先輩とは適度な距離感を望む人が
多く、特に女性でその傾向が強いこ
とがうかがえる。一方で、男性は積極
的に関わろうとする割合が比較的高
い結果となっている。

（5）入社の際の不安

「入社にあたって不安に思うことは
何ですか（3つまで選択）」と尋ねたと
ころ、「上司・先輩との人間関係」が
59.9%と、5年連続でトップとなった。
2位は「社会常識・マナー」（47.2%）、
3 位は「業界知識・業務内容」
（46.1%）だった（図表9）。
男女ともに「上司・先輩との人間関
係」（それぞれ55.2%、64.9%）が最も
高くなった。「上司・先輩との人間関
係」「業界知識・業務内容」は長年上
位を占めており、新入社員の不安の
種であり続けていることがうかがえる。

また、近年では「社会常識・マナー」
が緩やかな上昇傾向にあり、社会人
として求められる振る舞いへの不安
もやや高まっているようだ。

（6）働く目的

「あなたが働く目的は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（56.9%）が最も高く、次いで「自分の
成長のため」（55.3%）、「収入を得て
仕事以外で好きなことをしたい」
（42.3%）となった（図表10）。
男女別に見ると、男性は「自分の成

長のため」（66.9%）、女性は「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（61.1%）が最も高くなった。働く目的と
して、男性は自己成長を、女性は生活
基盤の安定を重視する傾向が相対
的に高いことがうかがえる。

（７）初給与の使い道

「初給与はどのように使いますか
（2つまで選択）」と尋ねたところ、1位
は「預金する」（49.6%）、2位は「家
族に贈り物をしたり、食事をごちそう
する」（44 .2%）となった（図表11）。
初任給を将来への備えや家族への
感謝に使いたいと考える人が多いよ
うだ。
男女別に見ると、男女ともに「家族

に贈り物をしたり、食事をごちそうす

る」、「預金する」が上位を占めた。

（8）利用したい働き方

利用したい働き方について尋ね
たところ、「利用したい」の回答率が
最も高いのは「短時間勤務制度」
（66.1%）、次いで「フレックスタイム
（時差出勤等）」（62 . 6%）、「テレ
ワーク（在宅勤務）」（56.9%）だった
（図表12）。
「利用したい」の割合を男女別に
見ると、「副業・兼業」と「ワーケーショ
ン」を除く働き方について、女性が男
性を10ポイント以上上回っており、柔
軟な働き方に対する関心の高さがう
かがえる（図表13）。

（9）理想の上司

今年度の新入社員に、「あなたの
理想の上司とはどんなタイプですか。
著名人・有名人に例えて１人だけお
答え下さい（自由回答）」と尋ねたと
ころ、全体ランキングでは俳優の「天
海祐希」が2022年度以来４年ぶりに
1位に輝いた。選んだ理由について
は、「頼れるかっこいい女性という印
象があるから」「働く女性像として理
想的だから」などの意見が寄せられ、
特に女性からの支持が多かった。
2位は野球選手の「大谷翔平」と

アナウンサーの「水卜麻美」が同率
となった。「大谷翔平」は「目標を達
成しているから」「相談に対しても
親身に乗ってくれそう」などの意見

が寄せられた。「水卜麻美」は「明る
く親しみやすい雰囲気」「優しく教
えてくれそうだから」などの意見が
寄せられた。

男女別ランキングでは、男性が選
んだトップ3は1位が「大谷翔平」、
2位が「マツコ・デラックス」、3位が
「ムロツヨシ」となった。女性が選ん

だトップ3は1位が「天海祐希」、2位
が「水卜麻美」、3位が同率で「明石
家さんま」と「いとうあさこ」となった
（図表14）。　

現代の新入社員と約30年前の新
入社員の価値観のちがいを探るため、
データをさかのぼれる1997年度調査
と同一の項目について、2026年度の
新入社員を対象に調査を行った。
調査概要は図表15のとおり（注4）。た

だし、両調査で質問文や選択肢、実
施形式等が一部異なるため、数値を
単純に比較することには注意を要す
る。

 

（1）地元就職の理由

地元（県内（注5））就職と答えた人（注6）

に対し理由を尋ねたところ、2026年
度は「生活・通勤するのに便利だか
ら」が73.4%で最も高く、次いで「住み
慣れた土地だから」が56.3%となった
（図表16）。29年前の1997年度調査
でも「生活・通勤するのに便利だか
ら」が１位となっており、同じく７割を占
めている。地元就職では生活・通勤
利便性が変わらず重視されているこ
とが見て取れる。
男女別に見ると、男女ともに「生活・

通勤するのに便利だから」（70.8%、
76.4%）が最も高く、次いで「住み慣れ

た土地だから」（55.5%、57.4%）となった。
1997年度と比較すると、男性では

「住み慣れた土地だから」が10ポイント
以上上昇している。女性では「住み慣
れた土地だから」が20ポイント以上、「故
郷が好きだから」が10ポイント以上上昇
している。地元への愛着を理由に挙げ
る人が増えていることがうかがえる。

（2）同僚との人間関係

同僚との人間関係について尋ねた
ところ、2026年度は「仲間外れになら
ない程度に付き合いたい」が48.2%で
最も高く、次いで「公私にわたって積
極的に付き合いたい」が39.3%となっ
た（図表17）。1997年度は「公私にわ

たって積極的に付き合いたい」が６割
を占め、「仲間外れにならない程度に
付き合いたい」は２割ほどであったが、
両者の順位が逆転した。
男女別に見ると、2026年度は男性

では「公私にわたって積極的に付き
合いたい」が43.6%、「仲間外れにな
らない程度に付き合いたい」が44.8%
と、両者はほぼ拮抗している。一方、
女性では「公私にわたって積極的に
付き合いたい」が35.7%、「仲間外れ
にならない程度に付き合いたい」が
50.8%と、後者が前者を上回っている。
1997年度と比較すると、男女とも

「公私にわたって積極的に付き合い
たい」が低下し、「仲間外れにならな
い程度に付き合いたい」が上昇して
いる。同僚との適度な距離感を求める
意識が高まっていることが見て取れる。

（3）勤続年数

入社する会社の勤続について尋
ねたところ、2026年度は「できれば
定年まで働く」が36.3%で最も高く、
次いで「いやになるまで働く」が
20.1%となった（図表18）。
男女ともに「できれば定年まで働

く」（44.2%、28.1%）が最も高く、男性
は女性を16.1ポイント上回っている。
また、女性では次いで「いやになるま
で働く」が24.9%となっており、上位
2項目で同程度の回答率となっている。
1997年度と比較すると、特に女性

における「定年まで働く」および「い
やになるまで働く」の上昇幅が大きく、
「結婚するまで働く」の低下幅が大

きい。また、「結婚するまで働く」「出
産するまで働く」「結婚・出産後は一
時家庭に入るが、一段落した後再
び働く」を合わせた割合は、1997年
度は38.4%であったのに対し、2026
年度は14.6%と、20ポイント以上低く
なっている。こうした変化の一因とし
ては、国や企業による女性活躍推
進の取り組みが広がってきたことが
考えられる。

（4）仕事重視それとも余暇重視

仕事と余暇のどちらを重視するか
尋ねたところ、2026年度は「仕事と余
暇の両立」が48.2%で最も高く、次い
で「どちらかといえば余暇重視」が
25.7%となった（図表19）。
1997年度も「仕事と余暇の両立」

が最も高く、次いで「どちらかといえ
ば余暇重視」となっている。ただし、
2026年度は1997年度と比べて、「仕
事重視」と「どちらかといえば仕事重
視」を合わせた割合（以下、『仕事重
視』）は低下し、「余暇重視」と「どち
らかといえば余暇重視」を合わせた
割合（以下、『余暇重視』）は上昇し
ている。
男女別に見ると、1997年度・2026

年度ともに「仕事と余暇の両立」が最
も高い。女性に関しては、『仕事重
視』が低下した一方、『余暇重視』が
上昇しており、両者の差が拡大して
いる。仕事と余暇の両立志向を維持
しながらも、特に女性において余暇を
より重視する傾向が強まっていること
がうかがえる。

（5）希望する仕事

希望する仕事を尋ねたところ、
1997年度は男性が「技術開発・商品
開発」が30.2%で最も高く、次いで
「営業・接客」が21.8%だった。女性は
「事務一般・補助業務」が29.1%で最
も高く、次いで「営業・接客」が17.5%
だった（図表20）。
それに対し、2026年度は男性が

「技術開発・商品開発」が25.4%で最
も高く、次いで「わからない」が22.7%
となっている。女性は「わからない」が
17.8%で最も高く、次いで「営業・接
客」が16.2%となっている。特に女性
において「事務一般・補助業務」が

1997年度に比べて10ポイント以上低
下した。こうした変化は、回答者属性
における業種の構成比の違いによる
ところが大きいと思われる。

（6）希望の仕事に
　  つけなかった場合

希望の仕事につけなかった場合に
ついて尋ねたところ、2026年度は「与
えられた仕事をこなしつつ社内で希
望の仕事につけるよう勉強する」が
39.8%で最も高く、次いで「与えられた
仕事を積極的に挑戦する」が36.6%
となった（図表21）。1997年度におい
てもこれらが上位を占めている。
男女別に見ると、2026年度は男

女ともに「与えられた仕事をこなしつ
つ社内で希望の仕事につけるよう
勉強する」（40.3%、39.5%）と「与え
られた仕事を積極的に挑戦する」
（40 .9%、33 .0%）が上位を占めた。
「希望の仕事を求めて転職する」に
関しては、男性は8.8%、女性は7.0％
にとどまっている。
1997年度と比較すると、女性の

「与えられた仕事をこなしつつ社内
で希望の仕事につけるよう勉強す
る」が10ポイント以上高くなっている。
「希望の仕事を求めて転職する」
については、男女ともに1997年度と
2026年度で大きな変化はなく、希望
に沿わなかった場合における転職
意向の高まりは、この結果からは読
み取れない。

（7）貯蓄

貯蓄の目的について尋ねたところ、
2026年度は「いざという時に備えて」
が52.6%で最も高く、次いで新たに追
加した「趣味・推し活」が32.8%となっ
た（図表22）。
男女別に見ると、男女ともに「いざ

という時に備えて」（54.1%、51.4%）
が最も高く、次いで「趣味・推し活」
（31.5%、33.5%）となった。一方、「車
購入」は男性（ 2 3 . 8 % ）が女性
（9.7%）を14.1ポイント上回っており、
「旅行」は女性（2 2 . 2 %）が男性
（7.7%）を14.5ポイント上回っている。
1997年度と比較すると、「結婚費

用」や「車購入」が男女ともに低下し

ており、特に女性では「結婚費用」が
40ポイント以上の大幅な低下となっ
ている。一方、「老後の備え」につい
ては男女ともに上昇しており、特に女
性において上昇幅が大きくなってい
る。老後を意識した貯蓄への関心が
女性を中心に高まっていることがうか
がえる。

（8）当面の処世観

当面の処世観について尋ねたとこ
ろ、2026年度は「皆と仲良くし、人間
関係を第一に行動している」が
53.4%で最も高く、次いで「社会の一

員としての自覚と責任をもって行動し
ている」が22.5%となった（図表23）。
１位は1997年度と変わらなかった。
男女別に見ると、男女ともに「皆と

仲良くし、人間関係を第一に行動し
ている」が最も高くなった。２位は男
性が「社会の一員としての自覚と責
任をもって行動している」（26.0%）、
女性が「自分の好きなことをしている
が、他人の目も気になる」（23.2%）と
なった。
1997年度と比較すると、男性の

「家族のつながりを大切にしている」
（23.2%）が10ポイント以上高くなって
おり、身近な人間関係を大切にする
意識の変化がみられる。

（9）現在最も
　  興味を持っているもの

2026年度の新入社員が最も興味
を持っているものは、男性では「ス
ポーツ」、女性では「推し・推し活」が
それぞれ１位となった。２位以下を見
ると、男性では「車」「お金・お金の管
理・資産形成」、女性では「音楽」
「お金・お金の管理・資産形成」と
なっている（図表24）。
1997年度と比較すると、男性では

「スポーツ」「車」が上位２位で同じと
なっている。一方、女性では上位の
項目が1997年度と2026年度でほぼ
異なっている。「推し・推し活」につい
ては2020年代に広く使われるように
なった言葉であり、特に女性におい
て現代の関心事の中心となっている
ことが見て取れる。
「パソコン」に関しては、男女ともに
1997年度は３位以内であったが、
2026年度は10位以下となっている。
1990年代はWindows95の登場等
により、職場や家庭においてパソコン
が急速に普及した時代であった。か
つては特別な関心対象だったもの
が、現在では日常的な存在になって
いることが結果に反映されているの
かもしれない。

今回の調査から、当地域の新入
社員の価値観は、この約30年間で
「自分らしく無理なく働く」へと変化し
てきたことがうかがえる。
男性では、就職先の選択基準に

おいて、待遇や労働条件などを重視
する傾向が強まった。また、同僚との
関わり方も、公私にわたり積極的に
交流したい層が多数派だった時代
から、「積極的」と「仲間外れになら
ない程度」が半 と々なり、適度な距離
感を求める意識が広がっている。一
方、関心事の上位は「スポーツ」
「車」と、大きな変化はないようである。
女性では、就職先の選択基準に

おいて、仕事の内容を重視する価
値観が2010年代にかけて強まった
ものの、以降はその傾向が弱まって
いる。同僚との人間関係でもほどほ
どの関係を望む層が多数派となり、
仕事と余暇の両立志向を維持しな
がらも、余暇をより重視する傾向が
強まっている。また、結婚・出産後も
入社した職場で働き続けたいという
意識の広がりや、関心事の上位が
近年の流行である「推し・推し活」へ
と移った点も特徴的だ。
こうした変化の背景には、いわゆ
る「ブラック企業」を巡る議論の高まり
や長時間労働の社会問題化、働き
方改革の進展、さらには新卒採用の
売り手市場への転換などが影響して
いると考えられる。加えて、インター
ネットやSNSの普及により情報へのア
クセスが容易になったことや、大学進
学率の上昇、女性活躍推進の広が

りなども影響していると思われる。特
に2010年代が一つの転換点となり、
働きやすさや生活との両立を重視す
る価値観が男女ともに定着してきた
ことが、今回の調査から読み取れる。
1997年度調査の回答者の平均
年齢が20.8歳ということは、2026年
の現在では50歳前後ということにな
る。30年前の自分を振り返り、当時の
価値観と現在の自分の価値観を比
べたとき、何を感じるだろうか。
30年という時の流れの中で変わっ

たもの、そして変わらずあり続けてき
たものの両方に目を向けることが、こ
れからの働き方や生き方を考えるヒ
ントになるかもしれない。
また企業には、時代とともに変化
する価値観を理解しつつ、一人ひと
りが自分らしく無理なく働き続けられ
る職場づくりを進めていくことが求め
られる。

OKB総研では毎年、新入社員アンケートを通じて、当地域で働く若者の就業意識や価値観の変化を定点観測している。
創立30周年を記念し、今回は愛知県・岐阜県で働く会社員1,000人を対象にアンケート調査を実施した。仕事の目的や仕事
と余暇の考え方、職場の人間関係、管理職に対する意識、理想の上司像などについて、世代や性別による違いにも注目しな
がら、働く人たちの意識や本音を探った。前章の「新入社員アンケート」と読み比べることで、世代や立場による価値観の違
いや共通点も見えてくるのではないだろうか。

働く目的として最も多かったのは、いずれの年代でも「収入を得て安定した生活を送りたい」であった。特に40代以降では
7割を超え、年代が上がるにつれて生活の安定を重視する傾向がみられた。一方、「とにかくお金を稼ぎたい」は20代で
32.3％と最も高く、60代の8.6％を大きく上回った。また、「自分の成長のため」も20代・30代で比較的高く、若い世代ほど収入
や成長への関心が高いことがうかがえる。

調査対象：愛知県・岐阜県在住の20～60代会社員
調査方法：インターネット調査（アンケートモニター）
調査時期：2026年5月

有効回答数：1,000人
居住地：愛知県82.0％、岐阜県18.0％

●調査概要

「余暇重視」と「どちらかといえば余暇重視」を合わせた割合は、20代
から40代で6割弱、50代・60代でも約5割を占めた。20代から40代では
「仕事と余暇の両立」を上回り、特に余暇を重視する傾向がみられた。一
方、50代では「仕事と余暇の両立」が37.2％と他の年代に比べて高く、仕
事と私生活の双方を重視する傾向もみられた。

40代以下の主任・係長以下の会社員に管理職への意向を尋ねたところ、
「なりたい」と「どちらかといえばなりたい」を合わせた割合は、20代の24.4％
から40代の10.8％へと年代が上がるにつれ、低くなっている。一方、「なりた
くない」と「どちらかといえばなりたくない」を合わせた割合は、いずれの年代
でも半数を超えており、管理職を前向きに捉える人は少数派となっている。
また、管理職志向は男性21.0％、女性11.5％と男性の方が高かった。

働く目的は「安定した生活」1

仕事よりも余暇を重視2

管理職を希望する人は少数派3

（＊1）本文およびグラフ中の「n」は回答者数を表す。
（＊2）構成比（％）は小数第2位を四捨五入した。

20代（n=127） 30代（n=255） 40代（n=260） 50代（n=218） 60代（n=140）

あなたが働く目的は何ですか（3つまで選択）（上位5項目）
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当社では、ＯＫＢ総研主催の新入
社員研修会の受講者を対象に意識
調査を実施している。今年度は当社
が創立30周年を迎えることを記念し、
例年の質問に加えて、1997年度に
実施したものと同一の項目について
調査した。

本調査の概要は下表の通りである。

（1）地元就職とUターン就職

「あなたは地元就職・Uターン就
職・その他のうち、どれにあてはまり
ますか」と尋ねたところ、「地元就職」
が63.7%で最も高くなった。「Uターン
就職」は13.8%だった（図表1）。
「地元就職」と「Uターン就職」と合
わせた割合は７～８割台で推移して
おり、当地域では地元での就職を選
ぶ人が多い傾向が続いている。
男女別に見ると、「地元就職」は男

性が61.9%、女性が65.9%となった。
ただし、女性では前回調査（2025年
度）から12.5ポイント低下した。
「Uターン就職」は男性が13.8%、
女性が14.1%となった。

（2）就職先の選択基準

「入社を決めるにあたって何を重
視しましたか（3つまで選択）」と尋ね
たところ、1位は「業種・事業内容」
（53.4%）、2位は「雰囲気・イメージ」
（43.6%）、3位は「休日・勤務時間」
（36.9%）となった（図表2）。
男女ともに「業種・事業内容」（そ

れぞれ53 .6%、53 .5%）が最も高く
なった。また、女性では「勤務地・通
勤時間」（17.8%）が前回から14.8ポ
イント低下した。

（3）将来就きたい地位

「あなたは将来どんな地位に就き
たいですか（1つだけ選択）」と尋ね
たところ、「特殊能力・技能のあるス
ペシャリスト社員（以下：スペシャリス
ト志向）」が31.4%で最も高く、次いで
「部長・課長・主任などの肩書のある
管理職（以下：管理職志向）」と「一
般社員のままがよい（以下：一般社

員志向）」が20.9%で同率となった
（図表7）。
男女別に見ると、男性は「スペ

シャリスト志向」が30 .4%で前回に
続き1位であったが、▲10.0ポイント
と大きく低下した。2位は「管理職志
向」で24.3%だった。「独立したい・
社長になりたい（以下：独立志向）」
（17.1%）は前回から9.2ポイント上
昇した。ただし、「独立志向」は30年
で概ね低下しており、「管理職志

向」も2010年代後半をピークに低下
傾向にある。一方、「一般社員志
向」は低水準ながら緩やかな上昇
傾向にある。
女性は「スペシャリスト志向」が
32.4%で最も高く、次いで「一般社員
志向」が30.3%となった。30年では
「管理職志向」が概ね上昇している
ほか、2010年代後半を境に「一般社
員志向」が上昇傾向にある一方、「ス
ペシャリスト志向」は低下傾向にある。

（4）上司・先輩との人間関係

「上司・先輩との人間関係はどのよ
うに考えていますか（1つだけ選択）」
と尋ねたところ、「義理を欠かない程
度（以下：ほどほど派）」が63.1%で最
も高く、次いで「プライベートも含め積
極的に（以下：積極派）」は24.1%と
なった（図表8）。
男女ともに「ほどほど派」（それぞれ
58.0%、68.1%）が最も高くなった。ほ
どほど派の割合は、女性が男性を
10.1ポイント上回っている。一方、積
極派は男性（32.0%）が女性（16.8%）
を15.2ポイント上回っている。上司や
先輩とは適度な距離感を望む人が
多く、特に女性でその傾向が強いこ
とがうかがえる。一方で、男性は積極
的に関わろうとする割合が比較的高
い結果となっている。

（5）入社の際の不安

「入社にあたって不安に思うことは
何ですか（3つまで選択）」と尋ねたと
ころ、「上司・先輩との人間関係」が
59.9%と、5年連続でトップとなった。
2位は「社会常識・マナー」（47.2%）、
3 位は「業界知識・業務内容」
（46.1%）だった（図表9）。
男女ともに「上司・先輩との人間関
係」（それぞれ55.2%、64.9%）が最も
高くなった。「上司・先輩との人間関
係」「業界知識・業務内容」は長年上
位を占めており、新入社員の不安の
種であり続けていることがうかがえる。

また、近年では「社会常識・マナー」
が緩やかな上昇傾向にあり、社会人
として求められる振る舞いへの不安
もやや高まっているようだ。

（6）働く目的

「あなたが働く目的は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（56.9%）が最も高く、次いで「自分の
成長のため」（55.3%）、「収入を得て
仕事以外で好きなことをしたい」
（42.3%）となった（図表10）。
男女別に見ると、男性は「自分の成

長のため」（66.9%）、女性は「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（61.1%）が最も高くなった。働く目的と
して、男性は自己成長を、女性は生活
基盤の安定を重視する傾向が相対
的に高いことがうかがえる。

（７）初給与の使い道

「初給与はどのように使いますか
（2つまで選択）」と尋ねたところ、1位
は「預金する」（49.6%）、2位は「家
族に贈り物をしたり、食事をごちそう
する」（44 .2%）となった（図表11）。
初任給を将来への備えや家族への
感謝に使いたいと考える人が多いよ
うだ。
男女別に見ると、男女ともに「家族

に贈り物をしたり、食事をごちそうす

る」、「預金する」が上位を占めた。

（8）利用したい働き方

利用したい働き方について尋ね
たところ、「利用したい」の回答率が
最も高いのは「短時間勤務制度」
（66.1%）、次いで「フレックスタイム
（時差出勤等）」（62 . 6%）、「テレ
ワーク（在宅勤務）」（56.9%）だった
（図表12）。
「利用したい」の割合を男女別に
見ると、「副業・兼業」と「ワーケーショ
ン」を除く働き方について、女性が男
性を10ポイント以上上回っており、柔
軟な働き方に対する関心の高さがう
かがえる（図表13）。

（9）理想の上司

今年度の新入社員に、「あなたの
理想の上司とはどんなタイプですか。
著名人・有名人に例えて１人だけお
答え下さい（自由回答）」と尋ねたと
ころ、全体ランキングでは俳優の「天
海祐希」が2022年度以来４年ぶりに
1位に輝いた。選んだ理由について
は、「頼れるかっこいい女性という印
象があるから」「働く女性像として理
想的だから」などの意見が寄せられ、
特に女性からの支持が多かった。
2位は野球選手の「大谷翔平」と

アナウンサーの「水卜麻美」が同率
となった。「大谷翔平」は「目標を達
成しているから」「相談に対しても
親身に乗ってくれそう」などの意見

が寄せられた。「水卜麻美」は「明る
く親しみやすい雰囲気」「優しく教
えてくれそうだから」などの意見が
寄せられた。

男女別ランキングでは、男性が選
んだトップ3は1位が「大谷翔平」、
2位が「マツコ・デラックス」、3位が
「ムロツヨシ」となった。女性が選ん

だトップ3は1位が「天海祐希」、2位
が「水卜麻美」、3位が同率で「明石
家さんま」と「いとうあさこ」となった
（図表14）。　

現代の新入社員と約30年前の新
入社員の価値観のちがいを探るため、
データをさかのぼれる1997年度調査
と同一の項目について、2026年度の
新入社員を対象に調査を行った。
調査概要は図表15のとおり（注4）。た

だし、両調査で質問文や選択肢、実
施形式等が一部異なるため、数値を
単純に比較することには注意を要す
る。

 

（1）地元就職の理由

地元（県内（注5））就職と答えた人（注6）

に対し理由を尋ねたところ、2026年
度は「生活・通勤するのに便利だか
ら」が73.4%で最も高く、次いで「住み
慣れた土地だから」が56.3%となった
（図表16）。29年前の1997年度調査
でも「生活・通勤するのに便利だか
ら」が１位となっており、同じく７割を占
めている。地元就職では生活・通勤
利便性が変わらず重視されているこ
とが見て取れる。
男女別に見ると、男女ともに「生活・

通勤するのに便利だから」（70.8%、
76.4%）が最も高く、次いで「住み慣れ

た土地だから」（55.5%、57.4%）となった。
1997年度と比較すると、男性では

「住み慣れた土地だから」が10ポイント
以上上昇している。女性では「住み慣
れた土地だから」が20ポイント以上、「故
郷が好きだから」が10ポイント以上上昇
している。地元への愛着を理由に挙げ
る人が増えていることがうかがえる。

（2）同僚との人間関係

同僚との人間関係について尋ねた
ところ、2026年度は「仲間外れになら
ない程度に付き合いたい」が48.2%で
最も高く、次いで「公私にわたって積
極的に付き合いたい」が39.3%となっ
た（図表17）。1997年度は「公私にわ

たって積極的に付き合いたい」が６割
を占め、「仲間外れにならない程度に
付き合いたい」は２割ほどであったが、
両者の順位が逆転した。
男女別に見ると、2026年度は男性

では「公私にわたって積極的に付き
合いたい」が43.6%、「仲間外れにな
らない程度に付き合いたい」が44.8%
と、両者はほぼ拮抗している。一方、
女性では「公私にわたって積極的に
付き合いたい」が35.7%、「仲間外れ
にならない程度に付き合いたい」が
50.8%と、後者が前者を上回っている。
1997年度と比較すると、男女とも

「公私にわたって積極的に付き合い
たい」が低下し、「仲間外れにならな
い程度に付き合いたい」が上昇して
いる。同僚との適度な距離感を求める
意識が高まっていることが見て取れる。

（3）勤続年数

入社する会社の勤続について尋
ねたところ、2026年度は「できれば
定年まで働く」が36.3%で最も高く、
次いで「いやになるまで働く」が
20.1%となった（図表18）。
男女ともに「できれば定年まで働

く」（44.2%、28.1%）が最も高く、男性
は女性を16.1ポイント上回っている。
また、女性では次いで「いやになるま
で働く」が24.9%となっており、上位
2項目で同程度の回答率となっている。
1997年度と比較すると、特に女性

における「定年まで働く」および「い
やになるまで働く」の上昇幅が大きく、
「結婚するまで働く」の低下幅が大

きい。また、「結婚するまで働く」「出
産するまで働く」「結婚・出産後は一
時家庭に入るが、一段落した後再
び働く」を合わせた割合は、1997年
度は38.4%であったのに対し、2026
年度は14.6%と、20ポイント以上低く
なっている。こうした変化の一因とし
ては、国や企業による女性活躍推
進の取り組みが広がってきたことが
考えられる。

（4）仕事重視それとも余暇重視

仕事と余暇のどちらを重視するか
尋ねたところ、2026年度は「仕事と余
暇の両立」が48.2%で最も高く、次い
で「どちらかといえば余暇重視」が
25.7%となった（図表19）。
1997年度も「仕事と余暇の両立」

が最も高く、次いで「どちらかといえ
ば余暇重視」となっている。ただし、
2026年度は1997年度と比べて、「仕
事重視」と「どちらかといえば仕事重
視」を合わせた割合（以下、『仕事重
視』）は低下し、「余暇重視」と「どち
らかといえば余暇重視」を合わせた
割合（以下、『余暇重視』）は上昇し
ている。
男女別に見ると、1997年度・2026
年度ともに「仕事と余暇の両立」が最
も高い。女性に関しては、『仕事重
視』が低下した一方、『余暇重視』が
上昇しており、両者の差が拡大して
いる。仕事と余暇の両立志向を維持
しながらも、特に女性において余暇を
より重視する傾向が強まっていること
がうかがえる。

（5）希望する仕事

希望する仕事を尋ねたところ、
1997年度は男性が「技術開発・商品
開発」が30.2%で最も高く、次いで
「営業・接客」が21.8%だった。女性は
「事務一般・補助業務」が29.1%で最
も高く、次いで「営業・接客」が17.5%
だった（図表20）。
それに対し、2026年度は男性が

「技術開発・商品開発」が25.4%で最
も高く、次いで「わからない」が22.7%
となっている。女性は「わからない」が
17.8%で最も高く、次いで「営業・接
客」が16.2%となっている。特に女性
において「事務一般・補助業務」が

1997年度に比べて10ポイント以上低
下した。こうした変化は、回答者属性
における業種の構成比の違いによる
ところが大きいと思われる。

（6）希望の仕事に
　  つけなかった場合

希望の仕事につけなかった場合に
ついて尋ねたところ、2026年度は「与
えられた仕事をこなしつつ社内で希
望の仕事につけるよう勉強する」が
39.8%で最も高く、次いで「与えられた
仕事を積極的に挑戦する」が36.6%
となった（図表21）。1997年度におい
てもこれらが上位を占めている。
男女別に見ると、2026年度は男

女ともに「与えられた仕事をこなしつ
つ社内で希望の仕事につけるよう
勉強する」（40.3%、39.5%）と「与え
られた仕事を積極的に挑戦する」
（40 .9%、33 .0%）が上位を占めた。
「希望の仕事を求めて転職する」に
関しては、男性は8.8%、女性は7.0％
にとどまっている。
1997年度と比較すると、女性の

「与えられた仕事をこなしつつ社内
で希望の仕事につけるよう勉強す
る」が10ポイント以上高くなっている。
「希望の仕事を求めて転職する」
については、男女ともに1997年度と
2026年度で大きな変化はなく、希望
に沿わなかった場合における転職
意向の高まりは、この結果からは読
み取れない。

（7）貯蓄

貯蓄の目的について尋ねたところ、
2026年度は「いざという時に備えて」
が52.6%で最も高く、次いで新たに追
加した「趣味・推し活」が32.8%となっ
た（図表22）。
男女別に見ると、男女ともに「いざ

という時に備えて」（54.1%、51.4%）
が最も高く、次いで「趣味・推し活」
（31.5%、33.5%）となった。一方、「車
購入」は男性（ 2 3 . 8 % ）が女性
（9.7%）を14.1ポイント上回っており、
「旅行」は女性（2 2 . 2 %）が男性
（7.7%）を14.5ポイント上回っている。
1997年度と比較すると、「結婚費

用」や「車購入」が男女ともに低下し

ており、特に女性では「結婚費用」が
40ポイント以上の大幅な低下となっ
ている。一方、「老後の備え」につい
ては男女ともに上昇しており、特に女
性において上昇幅が大きくなってい
る。老後を意識した貯蓄への関心が
女性を中心に高まっていることがうか
がえる。

（8）当面の処世観

当面の処世観について尋ねたとこ
ろ、2026年度は「皆と仲良くし、人間
関係を第一に行動している」が
53.4%で最も高く、次いで「社会の一

員としての自覚と責任をもって行動し
ている」が22.5%となった（図表23）。
１位は1997年度と変わらなかった。
男女別に見ると、男女ともに「皆と

仲良くし、人間関係を第一に行動し
ている」が最も高くなった。２位は男
性が「社会の一員としての自覚と責
任をもって行動している」（26.0%）、
女性が「自分の好きなことをしている
が、他人の目も気になる」（23.2%）と
なった。
1997年度と比較すると、男性の

「家族のつながりを大切にしている」
（23.2%）が10ポイント以上高くなって
おり、身近な人間関係を大切にする
意識の変化がみられる。

（9）現在最も
　  興味を持っているもの

2026年度の新入社員が最も興味
を持っているものは、男性では「ス
ポーツ」、女性では「推し・推し活」が
それぞれ１位となった。２位以下を見
ると、男性では「車」「お金・お金の管
理・資産形成」、女性では「音楽」
「お金・お金の管理・資産形成」と
なっている（図表24）。
1997年度と比較すると、男性では

「スポーツ」「車」が上位２位で同じと
なっている。一方、女性では上位の
項目が1997年度と2026年度でほぼ
異なっている。「推し・推し活」につい
ては2020年代に広く使われるように
なった言葉であり、特に女性におい
て現代の関心事の中心となっている
ことが見て取れる。
「パソコン」に関しては、男女ともに
1997年度は３位以内であったが、
2026年度は10位以下となっている。
1990年代はWindows95の登場等
により、職場や家庭においてパソコン
が急速に普及した時代であった。か
つては特別な関心対象だったもの
が、現在では日常的な存在になって
いることが結果に反映されているの
かもしれない。

今回の調査から、当地域の新入
社員の価値観は、この約30年間で
「自分らしく無理なく働く」へと変化し
てきたことがうかがえる。
男性では、就職先の選択基準に

おいて、待遇や労働条件などを重視
する傾向が強まった。また、同僚との
関わり方も、公私にわたり積極的に
交流したい層が多数派だった時代
から、「積極的」と「仲間外れになら
ない程度」が半 と々なり、適度な距離
感を求める意識が広がっている。一
方、関心事の上位は「スポーツ」
「車」と、大きな変化はないようである。
女性では、就職先の選択基準に

おいて、仕事の内容を重視する価
値観が2010年代にかけて強まった
ものの、以降はその傾向が弱まって
いる。同僚との人間関係でもほどほ
どの関係を望む層が多数派となり、
仕事と余暇の両立志向を維持しな
がらも、余暇をより重視する傾向が
強まっている。また、結婚・出産後も
入社した職場で働き続けたいという
意識の広がりや、関心事の上位が
近年の流行である「推し・推し活」へ
と移った点も特徴的だ。
こうした変化の背景には、いわゆ
る「ブラック企業」を巡る議論の高まり
や長時間労働の社会問題化、働き
方改革の進展、さらには新卒採用の
売り手市場への転換などが影響して
いると考えられる。加えて、インター
ネットやSNSの普及により情報へのア
クセスが容易になったことや、大学進
学率の上昇、女性活躍推進の広が

りなども影響していると思われる。特
に2010年代が一つの転換点となり、
働きやすさや生活との両立を重視す
る価値観が男女ともに定着してきた
ことが、今回の調査から読み取れる。
1997年度調査の回答者の平均

年齢が20.8歳ということは、2026年
の現在では50歳前後ということにな
る。30年前の自分を振り返り、当時の
価値観と現在の自分の価値観を比
べたとき、何を感じるだろうか。
30年という時の流れの中で変わっ

たもの、そして変わらずあり続けてき
たものの両方に目を向けることが、こ
れからの働き方や生き方を考えるヒ
ントになるかもしれない。
また企業には、時代とともに変化
する価値観を理解しつつ、一人ひと
りが自分らしく無理なく働き続けられ
る職場づくりを進めていくことが求め
られる。

OKB総研では毎年、新入社員アンケートを通じて、当地域で働く若者の就業意識や価値観の変化を定点観測している。
創立30周年を記念し、今回は愛知県・岐阜県で働く会社員1,000人を対象にアンケート調査を実施した。仕事の目的や仕事
と余暇の考え方、職場の人間関係、管理職に対する意識、理想の上司像などについて、世代や性別による違いにも注目しな
がら、働く人たちの意識や本音を探った。前章の「新入社員アンケート」と読み比べることで、世代や立場による価値観の違
いや共通点も見えてくるのではないだろうか。

働く目的として最も多かったのは、いずれの年代でも「収入を得て安定した生活を送りたい」であった。特に40代以降では
7割を超え、年代が上がるにつれて生活の安定を重視する傾向がみられた。一方、「とにかくお金を稼ぎたい」は20代で
32.3％と最も高く、60代の8.6％を大きく上回った。また、「自分の成長のため」も20代・30代で比較的高く、若い世代ほど収入
や成長への関心が高いことがうかがえる。

調査対象：愛知県・岐阜県在住の20～60代会社員
調査方法：インターネット調査（アンケートモニター）
調査時期：2026年5月

有効回答数：1,000人
居住地：愛知県82.0％、岐阜県18.0％

●調査概要

「余暇重視」と「どちらかといえば余暇重視」を合わせた割合は、20代
から40代で6割弱、50代・60代でも約5割を占めた。20代から40代では
「仕事と余暇の両立」を上回り、特に余暇を重視する傾向がみられた。一
方、50代では「仕事と余暇の両立」が37.2％と他の年代に比べて高く、仕
事と私生活の双方を重視する傾向もみられた。

40代以下の主任・係長以下の会社員に管理職への意向を尋ねたところ、
「なりたい」と「どちらかといえばなりたい」を合わせた割合は、20代の24.4％
から40代の10.8％へと年代が上がるにつれ、低くなっている。一方、「なりた
くない」と「どちらかといえばなりたくない」を合わせた割合は、いずれの年代
でも半数を超えており、管理職を前向きに捉える人は少数派となっている。
また、管理職志向は男性21.0％、女性11.5％と男性の方が高かった。

働く目的は「安定した生活」1

仕事よりも余暇を重視2

管理職を希望する人は少数派3

（＊1）本文およびグラフ中の「n」は回答者数を表す。
（＊2）構成比（％）は小数第2位を四捨五入した。

20代（n=127） 30代（n=255） 40代（n=260） 50代（n=218） 60代（n=140）

あなたが働く目的は何ですか（3つまで選択）（上位5項目）

仕事重視 どちらかといえば仕事重視 仕事と余暇の両立 どちらかといえば余暇重視 わからない余暇重視
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当社では、ＯＫＢ総研主催の新入
社員研修会の受講者を対象に意識
調査を実施している。今年度は当社
が創立30周年を迎えることを記念し、
例年の質問に加えて、1997年度に
実施したものと同一の項目について
調査した。

本調査の概要は下表の通りである。

（1）地元就職とUターン就職

「あなたは地元就職・Uターン就
職・その他のうち、どれにあてはまり
ますか」と尋ねたところ、「地元就職」
が63.7%で最も高くなった。「Uターン
就職」は13.8%だった（図表1）。
「地元就職」と「Uターン就職」と合
わせた割合は７～８割台で推移して
おり、当地域では地元での就職を選
ぶ人が多い傾向が続いている。
男女別に見ると、「地元就職」は男
性が61.9%、女性が65.9%となった。
ただし、女性では前回調査（2025年
度）から12.5ポイント低下した。
「Uターン就職」は男性が13.8%、
女性が14.1%となった。

（2）就職先の選択基準

「入社を決めるにあたって何を重
視しましたか（3つまで選択）」と尋ね
たところ、1位は「業種・事業内容」
（53.4%）、2位は「雰囲気・イメージ」
（43.6%）、3位は「休日・勤務時間」
（36.9%）となった（図表2）。
男女ともに「業種・事業内容」（そ

れぞれ53 .6%、53 .5%）が最も高く
なった。また、女性では「勤務地・通
勤時間」（17.8%）が前回から14.8ポ
イント低下した。

（3）将来就きたい地位

「あなたは将来どんな地位に就き
たいですか（1つだけ選択）」と尋ね
たところ、「特殊能力・技能のあるス
ペシャリスト社員（以下：スペシャリス
ト志向）」が31.4%で最も高く、次いで
「部長・課長・主任などの肩書のある
管理職（以下：管理職志向）」と「一
般社員のままがよい（以下：一般社

員志向）」が20.9%で同率となった
（図表7）。
男女別に見ると、男性は「スペ

シャリスト志向」が30 .4%で前回に
続き1位であったが、▲10.0ポイント
と大きく低下した。2位は「管理職志
向」で24.3%だった。「独立したい・
社長になりたい（以下：独立志向）」
（17.1%）は前回から9.2ポイント上
昇した。ただし、「独立志向」は30年
で概ね低下しており、「管理職志

向」も2010年代後半をピークに低下
傾向にある。一方、「一般社員志
向」は低水準ながら緩やかな上昇
傾向にある。
女性は「スペシャリスト志向」が
32.4%で最も高く、次いで「一般社員
志向」が30.3%となった。30年では
「管理職志向」が概ね上昇している
ほか、2010年代後半を境に「一般社
員志向」が上昇傾向にある一方、「ス
ペシャリスト志向」は低下傾向にある。

（4）上司・先輩との人間関係

「上司・先輩との人間関係はどのよ
うに考えていますか（1つだけ選択）」
と尋ねたところ、「義理を欠かない程
度（以下：ほどほど派）」が63.1%で最
も高く、次いで「プライベートも含め積
極的に（以下：積極派）」は24.1%と
なった（図表8）。
男女ともに「ほどほど派」（それぞれ

58.0%、68.1%）が最も高くなった。ほ
どほど派の割合は、女性が男性を
10.1ポイント上回っている。一方、積
極派は男性（32.0%）が女性（16.8%）
を15.2ポイント上回っている。上司や
先輩とは適度な距離感を望む人が
多く、特に女性でその傾向が強いこ
とがうかがえる。一方で、男性は積極
的に関わろうとする割合が比較的高
い結果となっている。

（5）入社の際の不安

「入社にあたって不安に思うことは
何ですか（3つまで選択）」と尋ねたと
ころ、「上司・先輩との人間関係」が
59.9%と、5年連続でトップとなった。
2位は「社会常識・マナー」（47.2%）、
3 位は「業界知識・業務内容」
（46.1%）だった（図表9）。
男女ともに「上司・先輩との人間関

係」（それぞれ55.2%、64.9%）が最も
高くなった。「上司・先輩との人間関
係」「業界知識・業務内容」は長年上
位を占めており、新入社員の不安の
種であり続けていることがうかがえる。

また、近年では「社会常識・マナー」
が緩やかな上昇傾向にあり、社会人
として求められる振る舞いへの不安
もやや高まっているようだ。

（6）働く目的

「あなたが働く目的は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（56.9%）が最も高く、次いで「自分の
成長のため」（55.3%）、「収入を得て
仕事以外で好きなことをしたい」
（42.3%）となった（図表10）。
男女別に見ると、男性は「自分の成

長のため」（66.9%）、女性は「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（61.1%）が最も高くなった。働く目的と
して、男性は自己成長を、女性は生活
基盤の安定を重視する傾向が相対
的に高いことがうかがえる。

（７）初給与の使い道

「初給与はどのように使いますか
（2つまで選択）」と尋ねたところ、1位
は「預金する」（49.6%）、2位は「家
族に贈り物をしたり、食事をごちそう
する」（44 .2%）となった（図表11）。
初任給を将来への備えや家族への
感謝に使いたいと考える人が多いよ
うだ。
男女別に見ると、男女ともに「家族

に贈り物をしたり、食事をごちそうす

る」、「預金する」が上位を占めた。

（8）利用したい働き方

利用したい働き方について尋ね
たところ、「利用したい」の回答率が
最も高いのは「短時間勤務制度」
（66.1%）、次いで「フレックスタイム
（時差出勤等）」（62 . 6%）、「テレ
ワーク（在宅勤務）」（56.9%）だった
（図表12）。
「利用したい」の割合を男女別に
見ると、「副業・兼業」と「ワーケーショ
ン」を除く働き方について、女性が男
性を10ポイント以上上回っており、柔
軟な働き方に対する関心の高さがう
かがえる（図表13）。

（9）理想の上司

今年度の新入社員に、「あなたの
理想の上司とはどんなタイプですか。
著名人・有名人に例えて１人だけお
答え下さい（自由回答）」と尋ねたと
ころ、全体ランキングでは俳優の「天
海祐希」が2022年度以来４年ぶりに
1位に輝いた。選んだ理由について
は、「頼れるかっこいい女性という印
象があるから」「働く女性像として理
想的だから」などの意見が寄せられ、
特に女性からの支持が多かった。
2位は野球選手の「大谷翔平」と

アナウンサーの「水卜麻美」が同率
となった。「大谷翔平」は「目標を達
成しているから」「相談に対しても
親身に乗ってくれそう」などの意見

が寄せられた。「水卜麻美」は「明る
く親しみやすい雰囲気」「優しく教
えてくれそうだから」などの意見が
寄せられた。

男女別ランキングでは、男性が選
んだトップ3は1位が「大谷翔平」、
2位が「マツコ・デラックス」、3位が
「ムロツヨシ」となった。女性が選ん

だトップ3は1位が「天海祐希」、2位
が「水卜麻美」、3位が同率で「明石
家さんま」と「いとうあさこ」となった
（図表14）。　

現代の新入社員と約30年前の新
入社員の価値観のちがいを探るため、
データをさかのぼれる1997年度調査
と同一の項目について、2026年度の
新入社員を対象に調査を行った。
調査概要は図表15のとおり（注4）。た

だし、両調査で質問文や選択肢、実
施形式等が一部異なるため、数値を
単純に比較することには注意を要す
る。

 

（1）地元就職の理由

地元（県内（注5））就職と答えた人（注6）

に対し理由を尋ねたところ、2026年
度は「生活・通勤するのに便利だか
ら」が73.4%で最も高く、次いで「住み
慣れた土地だから」が56.3%となった
（図表16）。29年前の1997年度調査
でも「生活・通勤するのに便利だか
ら」が１位となっており、同じく７割を占
めている。地元就職では生活・通勤
利便性が変わらず重視されているこ
とが見て取れる。
男女別に見ると、男女ともに「生活・

通勤するのに便利だから」（70.8%、
76.4%）が最も高く、次いで「住み慣れ

た土地だから」（55.5%、57.4%）となった。
1997年度と比較すると、男性では

「住み慣れた土地だから」が10ポイント
以上上昇している。女性では「住み慣
れた土地だから」が20ポイント以上、「故
郷が好きだから」が10ポイント以上上昇
している。地元への愛着を理由に挙げ
る人が増えていることがうかがえる。

（2）同僚との人間関係

同僚との人間関係について尋ねた
ところ、2026年度は「仲間外れになら
ない程度に付き合いたい」が48.2%で
最も高く、次いで「公私にわたって積
極的に付き合いたい」が39.3%となっ
た（図表17）。1997年度は「公私にわ

たって積極的に付き合いたい」が６割
を占め、「仲間外れにならない程度に
付き合いたい」は２割ほどであったが、
両者の順位が逆転した。
男女別に見ると、2026年度は男性

では「公私にわたって積極的に付き
合いたい」が43.6%、「仲間外れにな
らない程度に付き合いたい」が44.8%
と、両者はほぼ拮抗している。一方、
女性では「公私にわたって積極的に
付き合いたい」が35.7%、「仲間外れ
にならない程度に付き合いたい」が
50.8%と、後者が前者を上回っている。
1997年度と比較すると、男女とも

「公私にわたって積極的に付き合い
たい」が低下し、「仲間外れにならな
い程度に付き合いたい」が上昇して
いる。同僚との適度な距離感を求める
意識が高まっていることが見て取れる。

（3）勤続年数

入社する会社の勤続について尋
ねたところ、2026年度は「できれば
定年まで働く」が36.3%で最も高く、
次いで「いやになるまで働く」が
20.1%となった（図表18）。
男女ともに「できれば定年まで働

く」（44.2%、28.1%）が最も高く、男性
は女性を16.1ポイント上回っている。
また、女性では次いで「いやになるま
で働く」が24.9%となっており、上位
2項目で同程度の回答率となっている。
1997年度と比較すると、特に女性

における「定年まで働く」および「い
やになるまで働く」の上昇幅が大きく、
「結婚するまで働く」の低下幅が大

きい。また、「結婚するまで働く」「出
産するまで働く」「結婚・出産後は一
時家庭に入るが、一段落した後再
び働く」を合わせた割合は、1997年
度は38.4%であったのに対し、2026
年度は14.6%と、20ポイント以上低く
なっている。こうした変化の一因とし
ては、国や企業による女性活躍推
進の取り組みが広がってきたことが
考えられる。

（4）仕事重視それとも余暇重視

仕事と余暇のどちらを重視するか
尋ねたところ、2026年度は「仕事と余
暇の両立」が48.2%で最も高く、次い
で「どちらかといえば余暇重視」が
25.7%となった（図表19）。
1997年度も「仕事と余暇の両立」

が最も高く、次いで「どちらかといえ
ば余暇重視」となっている。ただし、
2026年度は1997年度と比べて、「仕
事重視」と「どちらかといえば仕事重
視」を合わせた割合（以下、『仕事重
視』）は低下し、「余暇重視」と「どち
らかといえば余暇重視」を合わせた
割合（以下、『余暇重視』）は上昇し
ている。
男女別に見ると、1997年度・2026

年度ともに「仕事と余暇の両立」が最
も高い。女性に関しては、『仕事重
視』が低下した一方、『余暇重視』が
上昇しており、両者の差が拡大して
いる。仕事と余暇の両立志向を維持
しながらも、特に女性において余暇を
より重視する傾向が強まっていること
がうかがえる。

（5）希望する仕事

希望する仕事を尋ねたところ、
1997年度は男性が「技術開発・商品
開発」が30.2%で最も高く、次いで
「営業・接客」が21.8%だった。女性は
「事務一般・補助業務」が29.1%で最
も高く、次いで「営業・接客」が17.5%
だった（図表20）。
それに対し、2026年度は男性が

「技術開発・商品開発」が25.4%で最
も高く、次いで「わからない」が22.7%
となっている。女性は「わからない」が
17.8%で最も高く、次いで「営業・接
客」が16.2%となっている。特に女性
において「事務一般・補助業務」が

1997年度に比べて10ポイント以上低
下した。こうした変化は、回答者属性
における業種の構成比の違いによる
ところが大きいと思われる。

（6）希望の仕事に
　  つけなかった場合

希望の仕事につけなかった場合に
ついて尋ねたところ、2026年度は「与
えられた仕事をこなしつつ社内で希
望の仕事につけるよう勉強する」が
39.8%で最も高く、次いで「与えられた
仕事を積極的に挑戦する」が36.6%
となった（図表21）。1997年度におい
てもこれらが上位を占めている。
男女別に見ると、2026年度は男

女ともに「与えられた仕事をこなしつ
つ社内で希望の仕事につけるよう
勉強する」（40.3%、39.5%）と「与え
られた仕事を積極的に挑戦する」
（40 .9%、33 .0%）が上位を占めた。
「希望の仕事を求めて転職する」に
関しては、男性は8.8%、女性は7.0％
にとどまっている。
1997年度と比較すると、女性の

「与えられた仕事をこなしつつ社内
で希望の仕事につけるよう勉強す
る」が10ポイント以上高くなっている。
「希望の仕事を求めて転職する」
については、男女ともに1997年度と
2026年度で大きな変化はなく、希望
に沿わなかった場合における転職
意向の高まりは、この結果からは読
み取れない。

（7）貯蓄

貯蓄の目的について尋ねたところ、
2026年度は「いざという時に備えて」
が52.6%で最も高く、次いで新たに追
加した「趣味・推し活」が32.8%となっ
た（図表22）。
男女別に見ると、男女ともに「いざ

という時に備えて」（54.1%、51.4%）
が最も高く、次いで「趣味・推し活」
（31.5%、33.5%）となった。一方、「車
購入」は男性（ 2 3 . 8 % ）が女性
（9.7%）を14.1ポイント上回っており、
「旅行」は女性（2 2 . 2 %）が男性
（7.7%）を14.5ポイント上回っている。
1997年度と比較すると、「結婚費

用」や「車購入」が男女ともに低下し

ており、特に女性では「結婚費用」が
40ポイント以上の大幅な低下となっ
ている。一方、「老後の備え」につい
ては男女ともに上昇しており、特に女
性において上昇幅が大きくなってい
る。老後を意識した貯蓄への関心が
女性を中心に高まっていることがうか
がえる。

（8）当面の処世観

当面の処世観について尋ねたとこ
ろ、2026年度は「皆と仲良くし、人間
関係を第一に行動している」が
53.4%で最も高く、次いで「社会の一

員としての自覚と責任をもって行動し
ている」が22.5%となった（図表23）。
１位は1997年度と変わらなかった。
男女別に見ると、男女ともに「皆と

仲良くし、人間関係を第一に行動し
ている」が最も高くなった。２位は男
性が「社会の一員としての自覚と責
任をもって行動している」（26.0%）、
女性が「自分の好きなことをしている
が、他人の目も気になる」（23.2%）と
なった。
1997年度と比較すると、男性の

「家族のつながりを大切にしている」
（23.2%）が10ポイント以上高くなって
おり、身近な人間関係を大切にする
意識の変化がみられる。

（9）現在最も
　  興味を持っているもの

2026年度の新入社員が最も興味
を持っているものは、男性では「ス
ポーツ」、女性では「推し・推し活」が
それぞれ１位となった。２位以下を見
ると、男性では「車」「お金・お金の管
理・資産形成」、女性では「音楽」
「お金・お金の管理・資産形成」と
なっている（図表24）。
1997年度と比較すると、男性では

「スポーツ」「車」が上位２位で同じと
なっている。一方、女性では上位の
項目が1997年度と2026年度でほぼ
異なっている。「推し・推し活」につい
ては2020年代に広く使われるように
なった言葉であり、特に女性におい
て現代の関心事の中心となっている
ことが見て取れる。
「パソコン」に関しては、男女ともに
1997年度は３位以内であったが、
2026年度は10位以下となっている。
1990年代はWindows95の登場等
により、職場や家庭においてパソコン
が急速に普及した時代であった。か
つては特別な関心対象だったもの
が、現在では日常的な存在になって
いることが結果に反映されているの
かもしれない。

今回の調査から、当地域の新入
社員の価値観は、この約30年間で
「自分らしく無理なく働く」へと変化し
てきたことがうかがえる。
男性では、就職先の選択基準に

おいて、待遇や労働条件などを重視
する傾向が強まった。また、同僚との
関わり方も、公私にわたり積極的に
交流したい層が多数派だった時代
から、「積極的」と「仲間外れになら
ない程度」が半 と々なり、適度な距離
感を求める意識が広がっている。一
方、関心事の上位は「スポーツ」
「車」と、大きな変化はないようである。
女性では、就職先の選択基準に

おいて、仕事の内容を重視する価
値観が2010年代にかけて強まった
ものの、以降はその傾向が弱まって
いる。同僚との人間関係でもほどほ
どの関係を望む層が多数派となり、
仕事と余暇の両立志向を維持しな
がらも、余暇をより重視する傾向が
強まっている。また、結婚・出産後も
入社した職場で働き続けたいという
意識の広がりや、関心事の上位が
近年の流行である「推し・推し活」へ
と移った点も特徴的だ。
こうした変化の背景には、いわゆ
る「ブラック企業」を巡る議論の高まり
や長時間労働の社会問題化、働き
方改革の進展、さらには新卒採用の
売り手市場への転換などが影響して
いると考えられる。加えて、インター
ネットやSNSの普及により情報へのア
クセスが容易になったことや、大学進
学率の上昇、女性活躍推進の広が

りなども影響していると思われる。特
に2010年代が一つの転換点となり、
働きやすさや生活との両立を重視す
る価値観が男女ともに定着してきた
ことが、今回の調査から読み取れる。
1997年度調査の回答者の平均
年齢が20.8歳ということは、2026年
の現在では50歳前後ということにな
る。30年前の自分を振り返り、当時の
価値観と現在の自分の価値観を比
べたとき、何を感じるだろうか。
30年という時の流れの中で変わっ

たもの、そして変わらずあり続けてき
たものの両方に目を向けることが、こ
れからの働き方や生き方を考えるヒ
ントになるかもしれない。
また企業には、時代とともに変化
する価値観を理解しつつ、一人ひと
りが自分らしく無理なく働き続けられ
る職場づくりを進めていくことが求め
られる。

（2026.6.16）
OKB総研 調査部　中澤 大輔

職場での悩みとしては、各年代とも「職場の人間関係」や「給与・待遇への不満」が上位に挙げられた。年代別にみると、
「職場の人間関係」は30代から50代で4割を超え、「評価されない・認められない」も40代・50代で比較的高くなった。一方、
「給与・待遇への不満」は年代を問わず3割台と高い水準にあった。

上司、同僚、部下との関わり方について尋ねたところ、いずれも「仕事以外はなるべく付き合いたくない」が最も多い回答と
なった。年代別にみると、20代・30代よりも40代・50代でその割合が高く、職場の人間関係を仕事中心に考える傾向が強くみ
られた。また、男女別では女性の方が「仕事以外はなるべく付き合いたくない」と回答した割合が高く、特に部下との関係で
は男性を10ポイント以上上回った。若年層ほど人付き合いに消極的というイメージもあるが、本調査では40代・50代でより顕
著な傾向がみられた。

理想の上司として思い浮かぶ著名人・有名人と、その理由を尋ねたところ、天海祐希が突出した支持を集めたほか、所
ジョージ、内村光良、タモリなどが上位に並んだ。女性では天海祐希への支持が特に高く、男性では所ジョージやタモリ、イチ
ローなどに支持が分かれた。
上位に挙がった人物には、「頼りになる」「かっこいい」「平等に接してくれそう」「自由にやらせてくれそう」「相談しやすい」

などの理由が多くみられた。

理想の上司像6悩みは「人間関係」と「給与・待遇」4

職場の人間関係は「仕事の範囲で」5
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理想の上司ランキング（敬称略）

上司との関わり方
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長時間労働・多忙
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ワークライフバランスの難しさ
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100（%）0 20 40 60 80

公私にわたって積極的に付き合いたい 義理を欠かない程度に付き合いたい
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同僚との関わり方
公私にわたって積極的に付き合いたい 仕事以外でも一定の交流は持ちたい
仕事以外はなるべく付き合いたくない わからない

部下との関わり方
公私にわたって積極的に関わりたい 仕事以外でも一定の交流は持ちたい
仕事以外はなるべく関わりたくない わからない

これまでの勤務において、困難だったこと、不安だったこと（3つまで選択）（上位5項目）
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天海祐希
頼れる・平等・かっこいい

所ジョージ
自由・寛容・楽しそう

内村光良
優しい・相談しやすい・見守る

タモリ
博識・穏やか・頼れる

明石家さんま
明るい・楽しい・相談しやすい

イチロー
実績・信頼感・育成力

水卜麻美
優しい・親身・相談しやすい

大谷翔平
人間性・向上心・前向き

栗山英樹
理解・育成・面倒見がよい

阿部 寛
頼れる・包容力・かっこいい

木村拓哉
理解・頼れる・個を尊重
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当社では、ＯＫＢ総研主催の新入
社員研修会の受講者を対象に意識
調査を実施している。今年度は当社
が創立30周年を迎えることを記念し、
例年の質問に加えて、1997年度に
実施したものと同一の項目について
調査した。

本調査の概要は下表の通りである。

（1）地元就職とUターン就職

「あなたは地元就職・Uターン就
職・その他のうち、どれにあてはまり
ますか」と尋ねたところ、「地元就職」
が63.7%で最も高くなった。「Uターン
就職」は13.8%だった（図表1）。
「地元就職」と「Uターン就職」と合
わせた割合は７～８割台で推移して
おり、当地域では地元での就職を選
ぶ人が多い傾向が続いている。
男女別に見ると、「地元就職」は男
性が61.9%、女性が65.9%となった。
ただし、女性では前回調査（2025年
度）から12.5ポイント低下した。
「Uターン就職」は男性が13.8%、
女性が14.1%となった。

（2）就職先の選択基準

「入社を決めるにあたって何を重
視しましたか（3つまで選択）」と尋ね
たところ、1位は「業種・事業内容」
（53.4%）、2位は「雰囲気・イメージ」
（43.6%）、3位は「休日・勤務時間」
（36.9%）となった（図表2）。
男女ともに「業種・事業内容」（そ

れぞれ53 .6%、53 .5%）が最も高く
なった。また、女性では「勤務地・通
勤時間」（17.8%）が前回から14.8ポ
イント低下した。

（3）将来就きたい地位

「あなたは将来どんな地位に就き
たいですか（1つだけ選択）」と尋ね
たところ、「特殊能力・技能のあるス
ペシャリスト社員（以下：スペシャリス
ト志向）」が31.4%で最も高く、次いで
「部長・課長・主任などの肩書のある
管理職（以下：管理職志向）」と「一
般社員のままがよい（以下：一般社

員志向）」が20.9%で同率となった
（図表7）。
男女別に見ると、男性は「スペ

シャリスト志向」が30 .4%で前回に
続き1位であったが、▲10.0ポイント
と大きく低下した。2位は「管理職志
向」で24.3%だった。「独立したい・
社長になりたい（以下：独立志向）」
（17.1%）は前回から9.2ポイント上
昇した。ただし、「独立志向」は30年
で概ね低下しており、「管理職志

向」も2010年代後半をピークに低下
傾向にある。一方、「一般社員志
向」は低水準ながら緩やかな上昇
傾向にある。
女性は「スペシャリスト志向」が
32.4%で最も高く、次いで「一般社員
志向」が30.3%となった。30年では
「管理職志向」が概ね上昇している
ほか、2010年代後半を境に「一般社
員志向」が上昇傾向にある一方、「ス
ペシャリスト志向」は低下傾向にある。

（4）上司・先輩との人間関係

「上司・先輩との人間関係はどのよ
うに考えていますか（1つだけ選択）」
と尋ねたところ、「義理を欠かない程
度（以下：ほどほど派）」が63.1%で最
も高く、次いで「プライベートも含め積
極的に（以下：積極派）」は24.1%と
なった（図表8）。
男女ともに「ほどほど派」（それぞれ

58.0%、68.1%）が最も高くなった。ほ
どほど派の割合は、女性が男性を
10.1ポイント上回っている。一方、積
極派は男性（32.0%）が女性（16.8%）
を15.2ポイント上回っている。上司や
先輩とは適度な距離感を望む人が
多く、特に女性でその傾向が強いこ
とがうかがえる。一方で、男性は積極
的に関わろうとする割合が比較的高
い結果となっている。

（5）入社の際の不安

「入社にあたって不安に思うことは
何ですか（3つまで選択）」と尋ねたと
ころ、「上司・先輩との人間関係」が
59.9%と、5年連続でトップとなった。
2位は「社会常識・マナー」（47.2%）、
3 位は「業界知識・業務内容」
（46.1%）だった（図表9）。
男女ともに「上司・先輩との人間関

係」（それぞれ55.2%、64.9%）が最も
高くなった。「上司・先輩との人間関
係」「業界知識・業務内容」は長年上
位を占めており、新入社員の不安の
種であり続けていることがうかがえる。

また、近年では「社会常識・マナー」
が緩やかな上昇傾向にあり、社会人
として求められる振る舞いへの不安
もやや高まっているようだ。

（6）働く目的

「あなたが働く目的は何ですか（3つ
まで選択）」と尋ねたところ、「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（56.9%）が最も高く、次いで「自分の
成長のため」（55.3%）、「収入を得て
仕事以外で好きなことをしたい」
（42.3%）となった（図表10）。
男女別に見ると、男性は「自分の成

長のため」（66.9%）、女性は「収入を
得て安定した生活を送りたい」
（61.1%）が最も高くなった。働く目的と
して、男性は自己成長を、女性は生活
基盤の安定を重視する傾向が相対
的に高いことがうかがえる。

（７）初給与の使い道

「初給与はどのように使いますか
（2つまで選択）」と尋ねたところ、1位
は「預金する」（49.6%）、2位は「家
族に贈り物をしたり、食事をごちそう
する」（44 .2%）となった（図表11）。
初任給を将来への備えや家族への
感謝に使いたいと考える人が多いよ
うだ。
男女別に見ると、男女ともに「家族

に贈り物をしたり、食事をごちそうす

る」、「預金する」が上位を占めた。

（8）利用したい働き方

利用したい働き方について尋ね
たところ、「利用したい」の回答率が
最も高いのは「短時間勤務制度」
（66.1%）、次いで「フレックスタイム
（時差出勤等）」（62 . 6%）、「テレ
ワーク（在宅勤務）」（56.9%）だった
（図表12）。
「利用したい」の割合を男女別に
見ると、「副業・兼業」と「ワーケーショ
ン」を除く働き方について、女性が男
性を10ポイント以上上回っており、柔
軟な働き方に対する関心の高さがう
かがえる（図表13）。

（9）理想の上司

今年度の新入社員に、「あなたの
理想の上司とはどんなタイプですか。
著名人・有名人に例えて１人だけお
答え下さい（自由回答）」と尋ねたと
ころ、全体ランキングでは俳優の「天
海祐希」が2022年度以来４年ぶりに
1位に輝いた。選んだ理由について
は、「頼れるかっこいい女性という印
象があるから」「働く女性像として理
想的だから」などの意見が寄せられ、
特に女性からの支持が多かった。
2位は野球選手の「大谷翔平」と

アナウンサーの「水卜麻美」が同率
となった。「大谷翔平」は「目標を達
成しているから」「相談に対しても
親身に乗ってくれそう」などの意見

が寄せられた。「水卜麻美」は「明る
く親しみやすい雰囲気」「優しく教
えてくれそうだから」などの意見が
寄せられた。

男女別ランキングでは、男性が選
んだトップ3は1位が「大谷翔平」、
2位が「マツコ・デラックス」、3位が
「ムロツヨシ」となった。女性が選ん

だトップ3は1位が「天海祐希」、2位
が「水卜麻美」、3位が同率で「明石
家さんま」と「いとうあさこ」となった
（図表14）。　

現代の新入社員と約30年前の新
入社員の価値観のちがいを探るため、
データをさかのぼれる1997年度調査
と同一の項目について、2026年度の
新入社員を対象に調査を行った。
調査概要は図表15のとおり（注4）。た

だし、両調査で質問文や選択肢、実
施形式等が一部異なるため、数値を
単純に比較することには注意を要す
る。

 

（1）地元就職の理由

地元（県内（注5））就職と答えた人（注6）

に対し理由を尋ねたところ、2026年
度は「生活・通勤するのに便利だか
ら」が73.4%で最も高く、次いで「住み
慣れた土地だから」が56.3%となった
（図表16）。29年前の1997年度調査
でも「生活・通勤するのに便利だか
ら」が１位となっており、同じく７割を占
めている。地元就職では生活・通勤
利便性が変わらず重視されているこ
とが見て取れる。
男女別に見ると、男女ともに「生活・

通勤するのに便利だから」（70.8%、
76.4%）が最も高く、次いで「住み慣れ

た土地だから」（55.5%、57.4%）となった。
1997年度と比較すると、男性では

「住み慣れた土地だから」が10ポイント
以上上昇している。女性では「住み慣
れた土地だから」が20ポイント以上、「故
郷が好きだから」が10ポイント以上上昇
している。地元への愛着を理由に挙げ
る人が増えていることがうかがえる。

（2）同僚との人間関係

同僚との人間関係について尋ねた
ところ、2026年度は「仲間外れになら
ない程度に付き合いたい」が48.2%で
最も高く、次いで「公私にわたって積
極的に付き合いたい」が39.3%となっ
た（図表17）。1997年度は「公私にわ

たって積極的に付き合いたい」が６割
を占め、「仲間外れにならない程度に
付き合いたい」は２割ほどであったが、
両者の順位が逆転した。
男女別に見ると、2026年度は男性

では「公私にわたって積極的に付き
合いたい」が43.6%、「仲間外れにな
らない程度に付き合いたい」が44.8%
と、両者はほぼ拮抗している。一方、
女性では「公私にわたって積極的に
付き合いたい」が35.7%、「仲間外れ
にならない程度に付き合いたい」が
50.8%と、後者が前者を上回っている。
1997年度と比較すると、男女とも

「公私にわたって積極的に付き合い
たい」が低下し、「仲間外れにならな
い程度に付き合いたい」が上昇して
いる。同僚との適度な距離感を求める
意識が高まっていることが見て取れる。

（3）勤続年数

入社する会社の勤続について尋
ねたところ、2026年度は「できれば
定年まで働く」が36.3%で最も高く、
次いで「いやになるまで働く」が
20.1%となった（図表18）。
男女ともに「できれば定年まで働

く」（44.2%、28.1%）が最も高く、男性
は女性を16.1ポイント上回っている。
また、女性では次いで「いやになるま
で働く」が24.9%となっており、上位
2項目で同程度の回答率となっている。
1997年度と比較すると、特に女性

における「定年まで働く」および「い
やになるまで働く」の上昇幅が大きく、
「結婚するまで働く」の低下幅が大

きい。また、「結婚するまで働く」「出
産するまで働く」「結婚・出産後は一
時家庭に入るが、一段落した後再
び働く」を合わせた割合は、1997年
度は38.4%であったのに対し、2026
年度は14.6%と、20ポイント以上低く
なっている。こうした変化の一因とし
ては、国や企業による女性活躍推
進の取り組みが広がってきたことが
考えられる。

（4）仕事重視それとも余暇重視

仕事と余暇のどちらを重視するか
尋ねたところ、2026年度は「仕事と余
暇の両立」が48.2%で最も高く、次い
で「どちらかといえば余暇重視」が
25.7%となった（図表19）。
1997年度も「仕事と余暇の両立」

が最も高く、次いで「どちらかといえ
ば余暇重視」となっている。ただし、
2026年度は1997年度と比べて、「仕
事重視」と「どちらかといえば仕事重
視」を合わせた割合（以下、『仕事重
視』）は低下し、「余暇重視」と「どち
らかといえば余暇重視」を合わせた
割合（以下、『余暇重視』）は上昇し
ている。
男女別に見ると、1997年度・2026

年度ともに「仕事と余暇の両立」が最
も高い。女性に関しては、『仕事重
視』が低下した一方、『余暇重視』が
上昇しており、両者の差が拡大して
いる。仕事と余暇の両立志向を維持
しながらも、特に女性において余暇を
より重視する傾向が強まっていること
がうかがえる。

（5）希望する仕事

希望する仕事を尋ねたところ、
1997年度は男性が「技術開発・商品
開発」が30.2%で最も高く、次いで
「営業・接客」が21.8%だった。女性は
「事務一般・補助業務」が29.1%で最
も高く、次いで「営業・接客」が17.5%
だった（図表20）。
それに対し、2026年度は男性が

「技術開発・商品開発」が25.4%で最
も高く、次いで「わからない」が22.7%
となっている。女性は「わからない」が
17.8%で最も高く、次いで「営業・接
客」が16.2%となっている。特に女性
において「事務一般・補助業務」が

1997年度に比べて10ポイント以上低
下した。こうした変化は、回答者属性
における業種の構成比の違いによる
ところが大きいと思われる。

（6）希望の仕事に
　  つけなかった場合

希望の仕事につけなかった場合に
ついて尋ねたところ、2026年度は「与
えられた仕事をこなしつつ社内で希
望の仕事につけるよう勉強する」が
39.8%で最も高く、次いで「与えられた
仕事を積極的に挑戦する」が36.6%
となった（図表21）。1997年度におい
てもこれらが上位を占めている。
男女別に見ると、2026年度は男

女ともに「与えられた仕事をこなしつ
つ社内で希望の仕事につけるよう
勉強する」（40.3%、39.5%）と「与え
られた仕事を積極的に挑戦する」
（40 .9%、33 .0%）が上位を占めた。
「希望の仕事を求めて転職する」に
関しては、男性は8.8%、女性は7.0％
にとどまっている。
1997年度と比較すると、女性の

「与えられた仕事をこなしつつ社内
で希望の仕事につけるよう勉強す
る」が10ポイント以上高くなっている。
「希望の仕事を求めて転職する」
については、男女ともに1997年度と
2026年度で大きな変化はなく、希望
に沿わなかった場合における転職
意向の高まりは、この結果からは読
み取れない。

（7）貯蓄

貯蓄の目的について尋ねたところ、
2026年度は「いざという時に備えて」
が52.6%で最も高く、次いで新たに追
加した「趣味・推し活」が32.8%となっ
た（図表22）。
男女別に見ると、男女ともに「いざ

という時に備えて」（54.1%、51.4%）
が最も高く、次いで「趣味・推し活」
（31.5%、33.5%）となった。一方、「車
購入」は男性（ 2 3 . 8 % ）が女性
（9.7%）を14.1ポイント上回っており、
「旅行」は女性（2 2 . 2 %）が男性
（7.7%）を14.5ポイント上回っている。
1997年度と比較すると、「結婚費

用」や「車購入」が男女ともに低下し

ており、特に女性では「結婚費用」が
40ポイント以上の大幅な低下となっ
ている。一方、「老後の備え」につい
ては男女ともに上昇しており、特に女
性において上昇幅が大きくなってい
る。老後を意識した貯蓄への関心が
女性を中心に高まっていることがうか
がえる。

（8）当面の処世観

当面の処世観について尋ねたとこ
ろ、2026年度は「皆と仲良くし、人間
関係を第一に行動している」が
53.4%で最も高く、次いで「社会の一

員としての自覚と責任をもって行動し
ている」が22.5%となった（図表23）。
１位は1997年度と変わらなかった。
男女別に見ると、男女ともに「皆と

仲良くし、人間関係を第一に行動し
ている」が最も高くなった。２位は男
性が「社会の一員としての自覚と責
任をもって行動している」（26.0%）、
女性が「自分の好きなことをしている
が、他人の目も気になる」（23.2%）と
なった。
1997年度と比較すると、男性の

「家族のつながりを大切にしている」
（23.2%）が10ポイント以上高くなって
おり、身近な人間関係を大切にする
意識の変化がみられる。

（9）現在最も
　  興味を持っているもの

2026年度の新入社員が最も興味
を持っているものは、男性では「ス
ポーツ」、女性では「推し・推し活」が
それぞれ１位となった。２位以下を見
ると、男性では「車」「お金・お金の管
理・資産形成」、女性では「音楽」
「お金・お金の管理・資産形成」と
なっている（図表24）。
1997年度と比較すると、男性では

「スポーツ」「車」が上位２位で同じと
なっている。一方、女性では上位の
項目が1997年度と2026年度でほぼ
異なっている。「推し・推し活」につい
ては2020年代に広く使われるように
なった言葉であり、特に女性におい
て現代の関心事の中心となっている
ことが見て取れる。
「パソコン」に関しては、男女ともに
1997年度は３位以内であったが、
2026年度は10位以下となっている。
1990年代はWindows95の登場等
により、職場や家庭においてパソコン
が急速に普及した時代であった。か
つては特別な関心対象だったもの
が、現在では日常的な存在になって
いることが結果に反映されているの
かもしれない。

今回の調査から、当地域の新入
社員の価値観は、この約30年間で
「自分らしく無理なく働く」へと変化し
てきたことがうかがえる。
男性では、就職先の選択基準に

おいて、待遇や労働条件などを重視
する傾向が強まった。また、同僚との
関わり方も、公私にわたり積極的に
交流したい層が多数派だった時代
から、「積極的」と「仲間外れになら
ない程度」が半 と々なり、適度な距離
感を求める意識が広がっている。一
方、関心事の上位は「スポーツ」
「車」と、大きな変化はないようである。
女性では、就職先の選択基準に

おいて、仕事の内容を重視する価
値観が2010年代にかけて強まった
ものの、以降はその傾向が弱まって
いる。同僚との人間関係でもほどほ
どの関係を望む層が多数派となり、
仕事と余暇の両立志向を維持しな
がらも、余暇をより重視する傾向が
強まっている。また、結婚・出産後も
入社した職場で働き続けたいという
意識の広がりや、関心事の上位が
近年の流行である「推し・推し活」へ
と移った点も特徴的だ。
こうした変化の背景には、いわゆ
る「ブラック企業」を巡る議論の高まり
や長時間労働の社会問題化、働き
方改革の進展、さらには新卒採用の
売り手市場への転換などが影響して
いると考えられる。加えて、インター
ネットやSNSの普及により情報へのア
クセスが容易になったことや、大学進
学率の上昇、女性活躍推進の広が

りなども影響していると思われる。特
に2010年代が一つの転換点となり、
働きやすさや生活との両立を重視す
る価値観が男女ともに定着してきた
ことが、今回の調査から読み取れる。
1997年度調査の回答者の平均
年齢が20.8歳ということは、2026年
の現在では50歳前後ということにな
る。30年前の自分を振り返り、当時の
価値観と現在の自分の価値観を比
べたとき、何を感じるだろうか。
30年という時の流れの中で変わっ

たもの、そして変わらずあり続けてき
たものの両方に目を向けることが、こ
れからの働き方や生き方を考えるヒ
ントになるかもしれない。
また企業には、時代とともに変化
する価値観を理解しつつ、一人ひと
りが自分らしく無理なく働き続けられ
る職場づくりを進めていくことが求め
られる。

（2026.6.16）
OKB総研 調査部　中澤 大輔

職場での悩みとしては、各年代とも「職場の人間関係」や「給与・待遇への不満」が上位に挙げられた。年代別にみると、
「職場の人間関係」は30代から50代で4割を超え、「評価されない・認められない」も40代・50代で比較的高くなった。一方、
「給与・待遇への不満」は年代を問わず3割台と高い水準にあった。

上司、同僚、部下との関わり方について尋ねたところ、いずれも「仕事以外はなるべく付き合いたくない」が最も多い回答と
なった。年代別にみると、20代・30代よりも40代・50代でその割合が高く、職場の人間関係を仕事中心に考える傾向が強くみ
られた。また、男女別では女性の方が「仕事以外はなるべく付き合いたくない」と回答した割合が高く、特に部下との関係で
は男性を10ポイント以上上回った。若年層ほど人付き合いに消極的というイメージもあるが、本調査では40代・50代でより顕
著な傾向がみられた。

理想の上司として思い浮かぶ著名人・有名人と、その理由を尋ねたところ、天海祐希が突出した支持を集めたほか、所
ジョージ、内村光良、タモリなどが上位に並んだ。女性では天海祐希への支持が特に高く、男性では所ジョージやタモリ、イチ
ローなどに支持が分かれた。
上位に挙がった人物には、「頼りになる」「かっこいい」「平等に接してくれそう」「自由にやらせてくれそう」「相談しやすい」

などの理由が多くみられた。

理想の上司像6悩みは「人間関係」と「給与・待遇」4

職場の人間関係は「仕事の範囲で」5

20代（n=127） 30代（n=255） 40代（n=260） 50代（n=218） 60代（n=140）

男性 女性

理想の上司ランキング（敬称略）

上司との関わり方

職場の人間関係

給与・待遇への不満

長時間労働・多忙

評価されない・認められない

ワークライフバランスの難しさ

男性（n=521）

女性（n=466）

20代（n=127）

30代（n=255）

40代（n=260）

50代（n=218）

60代（n=140）

100（%）0 20 40 60 80

公私にわたって積極的に付き合いたい 義理を欠かない程度に付き合いたい
仕事以外はなるべく付き合いたくない わからない

同僚との関わり方
公私にわたって積極的に付き合いたい 仕事以外でも一定の交流は持ちたい
仕事以外はなるべく付き合いたくない わからない

部下との関わり方
公私にわたって積極的に関わりたい 仕事以外でも一定の交流は持ちたい
仕事以外はなるべく関わりたくない わからない

これまでの勤務において、困難だったこと、不安だったこと（3つまで選択）（上位5項目）

10 20 30 40 50（%）0

34.6
41.6

47.3
45.9

33.1
33.7

31.5
38.5

32.9

26.0
24.7

21.5
26.6

11.0
15.7

22.7
26.6

16.4

15.0
16.9

13.8
17.0

15.0

19.3

男性（n=521）

女性（n=466）

20代（n=127）

30代（n=255）

40代（n=260）

50代（n=218）

60代（n=140）

100（%）0 20 40 60 80

男性（n=521）

女性（n=466）

20代（n=127）

30代（n=255）

40代（n=260）

50代（n=218）

60代（n=140）

100（%）0 20 40

0 10 20 30 40 50 60 70 80

60 80

28.3 57.3 10.93.4

31.5 44.1 15.78.7

40.8 41.2 12.95.1

3.5 29.6 57.7 9.2

28.0 59.6 10.6
1.8

29.3 52.1 14.34.3

36.3 47.2 11.35.2

21.0 63.1 13.9

29.9 45.7 19.74.7

31.8 46.7 16.94.7
3.1

18.5 66.5 11.9

23.9 61.0 12.4

29.3 55.7 12.1

31.1 50.7 13.15.2
1.9

2.8

2.9

28.3 56.7 12.03.0

33.1 40.9 18.17.9

35.7 43.9 13.76.7

3.5 26.5 60.4 9.6

26.6 60.6 10.6
2.3

31.4 50.0 14.34.3

33.0 49.1 11.56.3

（＊）キーワードは回答内容をもとに整理

1位

2位

3位

4位

5位

7位

8位

10位

天海祐希
頼れる・平等・かっこいい

所ジョージ
自由・寛容・楽しそう

内村光良
優しい・相談しやすい・見守る

タモリ
博識・穏やか・頼れる

明石家さんま
明るい・楽しい・相談しやすい

イチロー
実績・信頼感・育成力

水卜麻美
優しい・親身・相談しやすい

大谷翔平
人間性・向上心・前向き

栗山英樹
理解・育成・面倒見がよい

阿部 寛
頼れる・包容力・かっこいい

木村拓哉
理解・頼れる・個を尊重

（件）

644

18 15 33

10 2313

16 5 21

11 5 16

3 1613

101 11

7 3

104

10

6

36

54

9

9

68

38.6

5251 5251


